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会長就任挨拶（会長）苫米地 義之

　平素より、おいらせ町社会福祉協議会（以下
「本会」という。）の活動にご理解とご協力を賜
り、厚く御礼申し上げます。
　さて、前柏﨑利信会長の後を引き継ぎ、令和５年６月16日
付で会長に就任いたしました。本会は、誰もが住み慣れた地域
で安心して暮らせる社会づくりを目指し【ともに支え、ともに
築く、福祉のまちづくり】を理念に、微力ではございますが、
これからも地域の社会福祉関係者や町民の皆様と共に地域福祉
の推進に励んで参る所存です。引き続き、皆様のご指導の程よ
ろしくお願い致します。

１．法人運営事業
●理事会（５回）　●評議員会（３回）　●監査会（２回）
●正副会長会議（４回）　●評議員選任・解任委員会（１回）
●社協だより「いきいき」発行（34号、35号、各10,000部）
●法人ホームページによる情報公開、SNSの活用・PR等
●福祉活動資金の財源確保（社協会費、共同募金運動）
●職員相互による内部監査の実施（４回）
●�公認会計士、税理士法人による経理帳簿類、出納点検
照合及び指導・助言（４回）
●役場担当課による社協補助・委託事業の監査
●新型コロナウイルス感染症予防対策への対応
●事業部門別の職員自己評価の実施
●役職員等研修参加及び会議等の出席（33回）
●職員等ミーティング、研修、行政等関係機関との情報交換
●おいらせ町社協“eスポーツパーク”開設（新規事業）
２．地域福祉推進事業
●県・郡・町社会福祉大会の開催・参加
●町内小中高校との連携・協働
●福祉協力員の委嘱（町内会長へ委嘱状の交付）
●被災者等援護活動（住宅火災　全焼１件、半焼２件）
●日常生活自立支援事業（あっぷるハート）の推進（58回）
●介護用品等貸付事業（83件）
３．高齢者等福祉推進事業
●生きがいづくりフェスの開催
●フードバンク機能等支援事業
（企業・社会福祉法人・NPO法人等との連携及び食材等の提供）
●ひとり親世帯等サポート事業（つながる食支援200世帯）
４．心配ごと相談事業
●一般相談（12回、15件）　●無料法律相談（３回、15件）
５．ほのぼのコミュニティ21推進事業
●ほのぼの交流協力員事業（29地区、125名、1,268回）
６．ボランティアセンター活動事業
●ボランティア情報誌の発行（35号、36号、各10,000部）
●収集ボランティア活動の推進
●第２回地域ふくし川柳コンクール（小中高で計608句）

７．共同募金配分金事業
●のびのびサロンや年末見守り活動事業の実施
●各種事業、福祉団体等への助成事業
８．たすけあい資金貸付事業
●貸付件数（３件）　●償還件数（21件）　●償還促進
●支払免除承認（１件）　●貸付運営委員会の開催（４回）
　令和５年３月31日現在の借受世帯数（10件）
９．生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業）
　令和５年３月31日現在の利用世帯数（67世帯、83件）
●貸付調査委員会及び研修会
10．福祉安心電話サービス事業（町受託事業、県社協助成事業）
●加入世帯数（31世帯）　●協力員（76人）
●緊急通報件数（32件、うち協力員等対応８件）
11．外出支援事業（町受託事業、社協独自）
●延べ利用件数（町：141回、社協：95回、合計：236回）
12．身障デイサービス事業　　※利用実績なし

13．配食サービス事業（町受託事業）
●延べ利用者数（414人）　●配食数（４，559食）
14．生活支援体制整備事業（町受託事業）
●生活支援コーディネーターの配置（２人）
●サロン等への取材（12件）　●研修会等への参加（７回）
●「おいらせ町暮らしの便利チラシ第３弾」発行
15．地域住民グループ支援事業（町受託事業）
●実施地区（27地区、28町内会）　●実施回数（159回）
（参加者：1,985人、支援者：612人、その他：81人、延べ2,678人）

※９地区が開催中止
16．ほがらか教室事業（町受託事業）
●令和４年度受講生（延べ90名、実人員73名）
●９教室、３愛好会（回数：216回、参加人数：1,071名）
17．受託施設の管理運営事業（町受託事業）
●地域福祉センターいきいき館他施設の管理運営

～ 令和４年度事業報告 ～

役　職 氏　　　名 所 属 団 体 等
会長（理事） 苫米地　義　之 福 祉 施 設

副会長
（理事）

笹　川　德　松 民生委員児童委員
橋　本　芳　則 町 内 会 長

理事

深　沢　栄　悦 町 内 会 長
倉　舘　広　美 福 祉 施 設
大　村　ミ　ツ 福 祉 団 体
福　原　仁　一 福 祉 団 体
佐々木　公　明 福 祉 団 体
藤ヶ森　利　昭 町 内 会 長

監事 川　口　與四郎 学 識 経 験 者
久保田　良　一 学 識 経 験 者

任期：令和５年６月定時評議員会選任後の時から
　　　令和７年６月定時評議員会終結の時まで

～ 新会長挨拶・役員紹介 ～
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＜令和４年度資金収支計算書＞ ＜令和４年度事業活動計算書＞

＜令和４年度一般会計福祉事業貸借対照表＞

～ 令和４年度決算報告 ～
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Ⅰ．基本理念　「ともに支え、ともに築く、福祉のまちづくり」
Ⅱ．基本目標
　１．みんなで支え合う地域づくり
　２．福祉ニーズを受け止め、住民が必要な支援を受けられる体制づくり
　３．組織体制の強化と基盤づくり
Ⅲ．基本計画（実施計画と実施事業）
Ⅰ－１．住民参加と小地域ネットワーク活動の推進
①地域住民の主体的福祉活動の推進
　・ほのぼのコミュニティ21推進事業　・福祉安心電話サービス事業　・地域住民グループ支援事業
②当事者の社会参加促進
　・のびのびサロン（障がい者対象）事業　・老人クラブ他福祉団体事業実施への支援協力
③福祉課題の把握
　・各種団体等へのPR活動

Ⅱ－1．地域福祉サービスの推進
①介護保険事業等の運営
　・居宅介護支援事業　・通所介護事業　・法令遵守体制の整備
②地域福祉活動の推進
　・外出支援事業　・食の自立支援事業　・ほがらか教室開催事業　・生きがいづくりフェスの開催
　・高齢者年末見守り活動事業　・生活支援体制整備事業　・おいらせ町社協“ｅスポーツパーク”運営事業（新規）

Ⅱ－2．福祉教育・ボランティア活動の推進
①福祉意識の高揚と人づくり
　・社会福祉大会の開催と参加　・社会福祉士養成実習の受け入れ　・介護員養成研修等実習生の受け入れ
②福祉教育の推進
　・児童、生徒夏ぼらんてぃあ体験学習事業　・高齢者疑似体験、車椅子体験、出前講座への職員派遣
　・地域ふくし川柳コンクールの開催
③ボランティア活動の推進と災害時体制の確立
　・ボランティアセンター事業　・ボランティアまつりの開催　・福祉レクリエーション用具、福祉用具の貸出
　・高校生による災害ボランティア体験講座の開催　・災害ボランティアネットワークの構築

Ⅱ－3．福祉情報の提供・総合相談・生活支援機能の充実
①福祉情報の提供
　・社協広報誌の発行（年２回）　・ボランティア情報誌の発行（年２回）　・社協ホームページの活用
　・ＳＮＳ（おいらせ町社協公式インスタグラム）の活用（新規）
②相談体制の確立
　・心配ごと相談事業（無料法律相談開設含む）　・福祉サービス苦情解決、第三者委員の設置
③生活支援体制の確立
　・日常生活自立支援事業　・たすけあい資金貸付事業　・生活福祉資金貸付事業
　・フードバンク機能等支援事業　・ひとり親世帯等サポート事業
④施設運営管理体制の確立
　・地域福祉センター管理運営事業　・福祉プラザ管理運営事業　・老人福祉センター管理運営事業

Ⅲ－1．社協基盤の充実・強化
①社協組織の強化
　・役員研修会等の実施参加　・理事会、評議員会の充実　・委員会の設置　・その他必要な活動
②職員の資質向上
　・職員の資質向上
③財政基盤の強化
　・会員会費制度の理解と加入促進　・公費補助、助成の確保　・共同募金運動への協力
　・各種助成制度等の活用　・福祉基金の活用　・財務管理の適正化促進

～ 令和５年度事業計画 ～
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単位：千円

【収入の部】 

【支出の部】 

事業活動の部 
125,937

事業活動の部 
124,015

収入の部 合計 

167,264
その他の
活動の部 
4,527

その他の活動の部 
5,813

前期末
支払資金残高 

36,800

《事業活動の部》 
・会費収入
・寄附金収入
・経常経費補助金収入
・受託金収入
・貸付事業等収入
・事業収入
・介護保険事業収入
・受取利息配当金収入
・その他の収入

支出の部 合計 
133,848

施設整備等の部 
3,870

予備費支出 
150

《事業活動の部》
・人件費支出
・事業費支出
・事務費支出
・貸付事業等支出
・共同募金配分金支出
・助成金支出
・負担金支出

～ 令和５年度一般会計予算 ～
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Ｑ１なぜ会費を集めるの？
Ａ１�　地域福祉の財源をすべて公費とすると多額の税金がかかり、また、すべての地域課題が公的
機関で解決できるとは限りません。

　　�　社会福祉協議会は「住民参加・住民主体」を理念として事業を行っており、その一つの方法
として皆様に会員になっていただき、住民主体の支え合い活動を進めるため、その財源として
会員の皆様より会費のご協力をお願いしております。

Ｑ２会費は強制ですか？
Ａ２�　いいえ、強制ではありません。社協会費は任意であり、町内会は地域を代表する団体であり、
地域福祉の向上のため一緒に活動を進めていくことが最も効果的であると考えられることから、
引き続き町内会長様をはじめ地域の皆様のご理解とご協力をお願い致します。

～皆様からの社協会費が地域の福祉活動を支えています～
社会福祉法人おいらせ町社会福祉協議会

令和５年度おいらせ町社協会費納入のお願い
　社協会費は福祉向上のため、大切に活用させていただいております。
　おいらせ町社会福祉協議会（以下、本会という）は、皆様からいただいた会費をおいらせ町の身
近な地域において、支援の必要な方に対する助け合い活動などに活用しております。
　“誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり”を住民の皆様をはじめ関係者とともに進めています。
　会費は、このような助け合い活動を進める上で、貴重な財源であるとともに、会費を納入するこ
とで、本会が行っている社会福祉事業に間接的に参加しているという意味があります。
　住民の皆様には、これからも本会の趣旨にご賛同していただき、�会員へのご加入とご支援ご協力の
ほど宜しくお願い致します。

会　費　の　種　別 会　　　費

一　般　会　員 おいらせ町に住所があり、世帯単位で皆様からご協力いただいてお
ります。 一口 1,000 円

賛助会員（個人） 社会福祉に関心を有し、本会事業に協賛する個人の方からご協力い
ただいております。 一口 2,000 円

賛助会員（団体） 社会福祉に関心を有し、本会事業に協賛する町内の社会福祉施設や
企業・団体からご協力いただいております。 一口 5,000 円

≪令和４年度の会費総額５，４５４，１００円≫
会費は様々な事業に使われています。

社協会費に関する Ｑ＆Ａ

のびのび
サロン事業へ

地区いきいき
サロン事業へ
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　講座受講には事前の申込みが必要です。全講座まとめての申込みも可能です。（定員になり次第締
め切り）
■対象者…町内在住の概ね60歳以上の方
■申込み…先着20名程度。各講座の10日前までに申込み下さい。
　　　　　※日中連絡可能な電話番号を忘れずにお伝えください。
■場　所…おいらせ町老人福祉センター（おいらせ町向川原３－12）
■参加費…無料
■その他…�開催曜日・日時は、それぞれ異なりますので、お間違えの無いようご注意下さい。
　　　　　マスク着用、動きやすい服装、飲み物、タオルをご持参下さい。
　　　　　当日の体調を確認しましょう。発熱等の体調不良の場合は参加をお控え頂きます。

月 日 曜日 時間 内容 講師他

７ 19 水 13：30～14：30 はじめての
ハワイアンフラダンス 　長谷川　トシ子 先生

25 火 10：00～11：15 笑って動いて100歳まで
元気ハツラツチャレンジ

介護予防指導士
　中　村　真由美 先生

31 月 13：00～14：15 ココロとカラダ整う気功 介護予防指導員
　礒　沼　江里子 先生

８ 24 木 10：00～11：00 特別講座
“いま知っておきたい防災知識” まちづくり防災課職員

９ 28 木 10：00～11：15 ゆるゆる３B体操 ３Ｂ体操指導士
　佐々木　美智子 先生

10 ２ 月 13：00～14：00 いきいき館で
ｅスポーツをやってみよう ※いきいき館に集合

12 木 10：00～11：15 はじめての太極拳 　中　西　節　子 先生

26 木 10：00～11：15 なつかしい曲で身体を動かしてみよ
う♪（ダンス）

レクリエーションインストラクター
　大久保　幸　惠 先生

　令和５年度もおいらせ町の各地区にて�【ふれあい・いきいきサロン】�が始まりました。
　今年度は56町内会中39町内会（合同開催有り）で年間１回～12回開催予定としております。
　サロンの内容は、町の出前講座を受講してみたり、社協のレクリエーション用具を使って体を動
かしてみたりとその地区ごとに様々な活動をされています。社協ではチラシの作成やレクリエー
ション用具の貸し出し・�遊び方の説明など、地区サロンに出向いて支援いたします。お気軽にお問
い合わせください。

やってみよう‼ほがらカレッジ

★地区いきいきサロン開催中★

鶉久保 木内々・有楽町 青葉
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～フードパントリーへの寄付のお願い～
　フードパントリーとは、主にひとり親世帯や生活困窮により様々な理由で日々の食品や日用品
の入手が困難な方を対象に、寄付などで頂いた食料等を無料で提供する活動です。
　おいらせ町社会福祉協議会では以下の内容により無償で提供下さる方を募集しております。
　安全を第一に考えての支援となりますので、受付内容にご理解頂けますと幸いです。
［受 付 期 間］令和５年７月１日（土）～７月31日（月）※土・日・祝日を除く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※受付期間延長の場合有
［受付食材等］・お米（キロ単位で未開封、玄米か市販の白米）・乾物（素麺、パスタ、海藻など）
　　　　　　　・缶詰　・インスタント、レトルト食品（カレールー、カップ麺など）
　　　　　　　・飲料（水、お茶、ジュースなど）※アルコールは受付不可
　　　　　　　※すべて未開封の物に限ります。
［問　合　せ］本ページ下部にあるおいらせ町社協の連絡先までお問い合わせ下さい。
［そ　の　他］・賞味期限が２か月以上のものに限ります。
　　　　　　　・生鮮食品や常温保存が出来ないものはお受けできません。

［相談日］毎月第１水曜日
　　　　　（または第２水曜日）
　　　　　10：00～12：00
［会　場］おいらせ町 いきいき館
［その他］相談料は無料です。
　　　　　事前連絡にて予約も可
［問合せ］おいらせ町社会福祉協議会
　　　　　（TEL）0178－52－7066
　　　　　（担当）真石（まいし）

　おいらせ町社会福祉協議会では「心配ごと相談所」を開設して
おります。
　日々の生活の中でちょっとした困りごとや悩みごとがあるかと
思います。どんな悩みごとでも相談員が一緒に悩み・考えて、関
係機関へつなげるなどのアドバイスができればと思います。
　特に予約等は必要ありませんので、気になる方はぜひ一度ご相
談ください。

心配ごと相談所を開設しています。

～善意の窓～（令和５年１月10日～令和５年６月９日受け付け分）
　皆様からの温かいご寄付をお寄せいただきましたのでご紹介いたします。
　ありがとうございました。
①すみれ親睦会 会長 小笠原國男 様　…64,307円　　②OIRASE GREEN 事務局 様　…10,443円
③株式会社マルハン　マルハン青森下田店 様　…食料品（菓子類など）

≪社会福祉法人おいらせ町社会福祉協議会≫
〒039－2222　青森県上北郡おいらせ町下前田158－１

地域福祉センターいきいき館内
［開館］８：00～17：00
［休館］土、日、祝日、年末年始（12／29～１／３）
［電話］0178－52－7066　［FAX］0178－50－1602
［介護保険事務所］0178－52－8440（FAX兼用）
［ホームページ］https://oirase-shakyo.jp

① ② ③

　　　　　　（8）第36号 　　　

　　　　　　（8）第36号	 令和５年６月27日	 	 　　　　おいらせ町社協だより 「いきいき」


